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一
〇
六

は
じ
め
に

　

南
宋
に
お
け
る
三
國
時
代
評
價
に
つ
い
て
、『
四
庫
全
書
總
目
』
史
部
一
・
正

史
類
一
『
三
國
志
』
は
「
北
宋
諸
儒
は
魏
を
僞
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
南
宋
諸
儒

は
蜀
を
「
帝
」
と
し
た
」
と
說
く
。
こ
の
よ
う
に
、
三
國
時
代
を
め
ぐ
る
歷
代
の

議
論
は
、
蜀
漢
と
曹
魏
に
よ
る
二
極
對
立
と
い
う
構
圖
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た

と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
後
述
の
通
り
、
南
宋
代
に
は
孫
吳

を
中
心
と
し
た
三
國
論
を
展
開
し
た
著
述
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
南
宋
に

お
け
る
三
國
論
に
お
い
て
、
孫
吳
は
決
し
て
無
視
さ
れ
た
存
在
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。

　

本
論
で
は
、
南
宋
代
に
お
け
る
孫
吳
を
中
心
と
し
た
六
朝
評
價
を
傳
え
る
史
料

と
し
て
、
呂
祖
謙
「
十
論
」
に
着
目
し
、
同
時
代
に
お
け
る
三
國
論
の
あ
り
方
を

檢
討
す
る
と
と
も
に
、
當
時
に
お
け
る
識
者
閒
の
學
術
交
流
の
一
斑
に
つ
い
て
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
．
呂
祖
謙
「
十
論
」
の
基
礎
情
報
に
つ
い
て

　
「
十
論
」
は
、
孫
吳
・
東
晉
・
宋
・
齊
・
梁
・
陳
の
六
朝
の
興
亡
に
つ
い
て
論

じ
た
も
の
で
、『
景
定
建
康
志
』（

１
）卷

三
十
四
・
文
籍
志
二
・
諸
國
論
に
「
呂
祖
謙

十
論
」
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
至
正
金
陵
新
志
』（

２
）卷

十
五
・
論
辨
・

諸
國
論
に
も
「
呂
祖
謙
十
論
」
と
し
て
收
錄
、
顧
炎
武
編
『
天
下
郡
國
利
病
書
』（

３
）

に
は
「
東
萊
呂
氏
十
論
」
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
黃
靈
庚
・
吳
戰
壘
主
編

『
呂
祖
謙
全
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
全
十
六
册
。
以
下
『
全
集
』）
は
、

同
史
料
を
第
一
册
「
新
增
附
錄
」
呂
集
佚
文
に
「
六
朝
十
論
」
と
し
て
收
め
て
い

る
。
呼
稱
が
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
る
が
、
本
論
で
は
「
十
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す

る
。

　

こ
の
呂
祖
謙
「
十
論
」
は
、
歷
代
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
顧
み
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
管
見
の
限
り
こ
れ
に
言
及
し
た
先
行
硏
究

は
、
後
述
の
黃
靈
庚
の
硏
究
以
外
は
ほ
ぼ
無
い（

４
）。

呂
祖
謙
の
文
集
で
あ
る
『
東
萊

呂
太
史
集
』
に
も
收
錄
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
杜
海
軍
『
呂
祖
謙
年
譜
』（
中
華

書
局
、
二
〇
〇
七
年
。
以
下
『
年
譜
』）
に
も
同
史
料
に
は
言
及
が
無
い
。
そ
の
た
め

「
十
論
」
は
、
著
述
時
朞
の
考
察
も
難
し
い
上
に
、
そ
も
そ
も
呂
祖
謙
の
著
述
で

は
な
い
可
能
性
も
考
え
得
る
。

　

斯
か
る
點
に
つ
い
て
黃
靈
庚
は
『
全
集
』
第
一
册
の
「
點
校
說
朙
」
に
て
、

『
東
萊
呂
太
史
集
』
に
は
、
同
集
を
編
ん
だ
呂
祖
儉
ら
が
收
錄
し
な
か
っ
た
呂
祖

呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て
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呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
〇
七

「
呂
祖
謙
十
論
」、
四
部
叢
刊
三
篇
本
『
天
下
郡
國
利
病
書
』
所
收
「
東
萊
呂
氏
十

論
」、『
全
集
』
所
收
「
六
朝
十
論
」
を
參
照
し
て
校
訂
・
考
察
を
行
っ
た
。
た
だ

し
紙
幅
の
都
合
上
、
字
句
の
異
同
の
指
摘
は
論
旨
に
關
連
す
る
も
の
に
と
ど
め
た
。

　
「
十
論
」
は
、
序
な
ど
は
無
く
、
吳
論
・
晉
論
上
・
晉
論
中
・
晉
論
下
・
宋
論
・

齊
論
上
・
齊
論
下
・
梁
論
上
・
梁
論
下
・
陳
論
の
合
計
十
論
か
ら
成
る
。
本
論
の

主
な
考
察
對
象
は
吳
論
と
な
る
。
な
お
各
論
の
文
字
數
は
、
吳
論
約
一
六
六
〇
字
、

晉
論
約
二
三
〇
〇
字
、
宋
論
約
四
一
〇
字
、
齊
論
約
七
一
〇
字
、
梁
論
約
一
〇
〇

〇
字
、
陳
論
約
四
六
〇
字
と
な
る
。
吳
論
の
總
字
數
は
晉
論
に
次
い
で
多
い
。
文

字
數
の
多
寡
が
著
者
の
思
い
入
れ
と
比
例
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
呂
祖
謙
が
孫

吳
に
つ
い
て
論
ず
る
べ
き
と
見
な
し
た
內
容
が
多
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う（
７
） 

。

二
．「
十
論
」
の
孫
吳
觀
に
つ
い
て

（
一
）
吳
論

　

ま
ず
、
呂
祖
謙
「
十
論
」
吳
論
を
み
て
い
こ
う
。
な
お
、
以
下
の
引
用
に
お
け

る
丸
數
字
の
附
記
は
筆
者
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

吳
論

①
孫
權
起
於
江
東
、
拓
境
荊
楚
、
北
圖
襄
陽
、
西
圖
巴
蜀
而
不
得
。
北
敵
曹

操
、
西
敵
劉
備
。
二
人
皆
天
下
英
雄
、
所
用
將
帥
亦
一
時
之
傑
。
權
左
右
勝

之
而
後
能
定
其
國
。
及
權
國
既
定
、
曹
公
已
死
、
丕
・
叡
繼
世
、
中
原
㊒
可

圖
之
釁
、
權
之
名
將
死
喪
且
盡
、
權
亦
老
矣
。（

８
）

　

孫
權
の
江
東
を
中
心
と
し
て
三
國
時
代
を
論
ず
る
と
い
う
觀
點
が
分
か
る
冐
頭

で
あ
る
。
曹
操
・
劉
備
主
從
を
高
く
評
價
す
る
一
方
、
孫
權
は
そ
れ
に
勝
っ
て
政

權
を
安
定
さ
せ
た
と
讚
え
る
。
し
か
し
魏
を
攻
め
る
好
機
に
、
す
で
に
孫
權
は
老

い
、
名
將
は
ほ
ぼ
盡
き
て
い
た
と
い
う
。

謙
の
作
品
も
少
な
く
な
い
と
指
摘
し
、
そ
れ
ら
は
遺
漏
に
よ
る
も
の
と
事
情
に
よ

り
收
錄
し
な
か
っ
た
も
の
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
、
と
す
る
。
後
者
と
は
慶
元
の

黨
禁
を
原
因
と
し
た
も
の
で
、
黃
靈
庚
は
「
呂
祖
儉
も
ま
た
僞
衟
學
の
朋
黨
と
し

て
斥
け
ら
れ
た
た
め
、
時
政
を
論
ず
る
作
品
を
收
錄
か
ら
割
愛
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
割
愛
し
た
一
つ
が
「
六
朝
十
論
」
で
あ
る
」（

５
）と

說
き
、「
十
論
」
を
呂
祖
謙

の
著
作
と
理
解
す
る
。
ま
た
『
全
集
』
は
「
六
朝
十
論
」
の
解
說
に
お
い
て
、
同

文
が
現
在
『
景
定
建
康
志
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
十
論
」
は
南
宋
末
朞
に
は

流
傳
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
元
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
至
正
金
陵
新
志
』
卷

十
五
に
も
同
文
が
全
文
收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』

の
記
錄
を
手
が
か
り
に
考
え
る
と
、「
十
論
」
は
呂
祖
謙
の
著
述
で
あ
る
『
觀
史

類
編
』
を
出
典
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
『
全
集
』
は
、
馬
端
臨
『
文
獻
通
考
』
卷
一
八
三
に
見
え
る
「
南
北
十
論
」
と

い
う
許
學
士
な
る
人
物
の
著
作
に
つ
い
て
の
「
大
約
爲
諷
南
渡
君
臣
而
發
（
大お

ほ

約よ
そ

南
渡
せ
る
君
臣
を
諷
せ
ん
が
爲
に
發
す
）」
と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
呂
東

萊
の
「
十
論
」
の
意
圖
も
同
樣
の
點
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。『
全

集
』
は
「
十
論
」
に
込
め
ら
れ
た
北
伐
を
め
ぐ
る
觀
點
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

本
論
で
は
、
南
宋
代
に
編
ま
れ
た
『
景
定
建
康
志
』
に
呂
祖
謙
の
著
述
と
し
て

收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
、『
全
集
』
が
同
史
料
を
呂
祖
謙
の
著
述
と
し
て
扱
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
後
述
す
る
よ
う
な
同
史
料
で
展
開
さ
れ
る
史
論
の
特
徵
に
呂

祖
謙
の
史
觀
と
共
通
し
た
性
格
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
十
論
」
を
呂
祖

謙
の
著
述
と
し
て
用
い
る
。
ま
た
本
論
で
の
同
史
料
は
、
宋
本
を
重
刻
し
た
と
い

う
嘉
慶
六
年
金
陵
孫
忠
愍
祠
刻
本
『
景
定
建
康
志
』（『
宋
元
方
志
叢
刊
』
中
華
書
局
、

一
九
九
〇
年
、
第
二
册
所
收
）
所
收
「
呂
祖
謙
十
論
」
を
底
本
と
し
（
以
下
「
底
本
」）、

『
至
正
金
陵
新
志
』
所
收
「
呂
祖
謙
十
論
」

（
６
）、

四
庫
全
書
本
『
景
定
建
康
志
』
所
收
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孫
權
が
赤
壁
で
曹
操
を
擊
退
し
た
こ
と
、
關
羽
を
攻
擊
し
荊
州
を
得
た
こ
と
を

肯
定
的
に
評
價
し
、
こ
れ
ら
は
周
瑜
・
魯
肅
・
呂
蒙
・
陸
遜
の
謀
で
あ
る
と
い
う
。

劉
備
や
關
羽
に
對
す
る
思
い
入
れ
が
全
く
無
い
こ
と
も
着
目
に
値
す
る
。

④
方
曹
丕
已
禪
漢
、
天
下
憤
怒
切
齒
之
時
、
權
知
劉
備
必
報
關
羽
、
恐
曹
氏

之
掎
其
後
也
。
乃
於
是
時
釋
其
憤
切
之
心
而
稱
臣
於
魏
、
受
其
𣝣
封
、
擊
備

而
走
之
。
此
權
之
謀
也
。
及
魏
責
任
子
而
權
不
遣
、西
患
未
解
而
北
患
復
起
。

權
之
計
宜
乎
窮
也
。
權
知
劉
備
以
復
漢
爲
名
、
而
曹
操
篡
位
之
罪
甚
於
殺
關

羽
、
備
亦
欲
結
己
爲
與
國
而
專
意
北
圖
。
於
是
遣
使
講
和
、
以
中
備
之
欲
、

遂
得
息
肩
於
西
而
專
意
於
北
、
拒
魏
而
退
之
。
此
權
之
謀
也
。（

（1
（

⑤
方
曹
操
之
反
自
烏
林
、
憤
權
而
東
征
、
謂
「
權
恃
水
以
自
固
。」
故
以
舟

師
下
合
肥
。
權
若
拒
之
於
江
南
、
則
曹
公
水
軍
入
江
、
權
軍
不
戰
自
潰
矣
。

故
逆
拒
之
於
濡
須
、
使
操
雖
㊒
水
軍
無
所
施
。
步
騎
雖
多
、
瀕
阻
江
・
洳
、

春
水
方
生
、
義
無
所
用
。
操
嘆
息
而
退
。
此
又
權
之
謀
也
。
操
之
既
還
、
自

他
人
觀
之
、
大
則
追
軍
逐
北
、
小
則
自
足
稱
雄
。
今
權
不
然
、
反
請
降
於
操
、

蓋
權
料
「
操
之
內
憂
尙
多
、
北
㊒
未
定
之
河
北
、
西
㊒
未
復
之
關
中
、
操
欲

伐
之
、
而
慮
東
南
之
變
、
非
大
定
不
徃
也
。」
故
稱
降
以
少
厭
其
意
而
安
之
、

使
操
不
復
虞
東
南
而
盡
力
西
北
、已
得
於
其
閒
益
繕
戰
守
之
備
以
待
其
再
來
。

此
權
之
謀
也
。
方
曹
丕
之
責
任
子
不
得
而
南
征
也
、
權
見
丕
之
用
兵
不
如
其

父
、
而
老
臣
・
宿
將
亦
不
盡
力
如
操
之
時
、
始
却
之
於
濡
須
而
再
來
。
權
之

意
以
謂
「
丕
不
知
兵
。
非
使
之
深
入
、
疲
竭
上
下
之
力
、
則
不
止
。
非
使
之

臨
江
而
反
、
則
丕
必
不
休
。」
故
開
而
致
之
、
瀕
江
而
不
與
之
戰
、
挑
之
而

又
不
應
、
使
之
力
盡
而
自
還
、
又
小
發
以
警
之
。
魏
自
是
不
復
敢
南
出
。
此

又
權
之
謀
也
。
權
又
以
爲
「
兵
久
不
用
則
士
氣
鈍
。
疆
埸（

（1
（

久
安
則
人
心
逸
。

且
使
敵
人
宴
然
、
積
以
歲
⺼
、
坐
以
成
㊮
、
非
計
之
得
也
。」
故
兩
譎
淮
南

之
將
、
致
而
擊
之
、
所
虜
獲
足
以
自
㊮
、
而
敵
人
之
㊮
又
爲
之
破
壞
。
此
亦

②
世
人
謂
「
權
之
所
以
爲
固
者
、
東
南
之
地
。
所
以
爲
强
者
、
東
南
之
兵
。」

此
大
不
然
。
夫
東
南
之
地
天
下
至
弱
、
而
孫
氏
之
地
又
爲
六
朝
最
弱
。
獨
權

守
之
而
固
。
東
南
之
兵
天
下
至
弱
、
而
孫
氏
之
兵
又
爲
六
朝
最
弱
。
獨
權
用

之
而
强
。
長
江
而
上
、
逹
於
江
陵
、
轉
江
陵
之
南
、
阨
於
巫
峽
。
上
下
千
里
、

可
航
而
渡
者
凢
幾
。
可
扼
而
守
者
凢
幾
。
衟
路
坦
然
、
非
㊒
潼
關
・
劍
門
之

阻
也
。
自
廣
陵
而
渡
京
口
、
自
歷
陽
而
渡
采
石
、
自
邾
城
而
渡
武
昌
、
易
若

反
手
。
江
陵
破
則
上
流
無
結
草
之
固
。
濡
須
破
則
江
上
不
知
所
以
爲
計
。
地

之
形
勢
可
謂
弱
矣
。
權
之
兵
衆
皆
江
南
舟
子
、
綿
力
薄
材
之
人
、
區
區
捃
拾

盜
賊
、
驅
獵
山
越
、
以
實
行
伍
。
兵
亦
可
謂
弱
矣
。
然
權
用
之
如
此
之
固
且

强
、
何
也
。
蓋
權
之
所
以
自
立
者
、
㊒
謀
而
已
。
不
獨
用
其
臣
之
謀
、
而
又

自
出
其
謀
。
內
以
謀
用
衆
、
外
以
謀
應
敵
。
所
以
地
狹
兵
少
、
處
天
下
之
至

弱
、
而
抗
衡
中
原
、
成
三
分
之
勢
者
歟
。（

９
）

　

孫
權
が
堅
固
と
な
っ
た
理
由
を
東
南
の
地
と
東
南
の
兵
に
求
め
る
輿
論
に
對
し
、

「
東
南
の
地
と
兵
は
天
下
最
弱
で
あ
る
。
孫
權
だ
け
が
こ
れ
を
活
用
し
て
强
く
な

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
謀
に
よ
る
の
で
あ
る
」
と
說
く
。
江
東
の
地

と
兵
に
對
す
る
見
解
は
、
南
宋
の
現
狀
に
對
し
呂
祖
謙
が
㊒
し
て
い
た
危
機
感
が

そ
の
ま
ま
表
れ
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

③
始
權
之
初
立
、
曹
操
下
荊
州
、
移
書
吳
・
會
、
擧
國
震
駭
。
權
聞
魯
肅
之

言
、
飜
然
而
悟
、
聞
周
瑜
之
議
、
奮
然
而
起
。
一
擧
而
走
曹
操
、
存
劉
備
、

基
王
伯
之
業
。
此
用
周
瑜
・
魯
肅
之
謀
也
。
及
劉
備
借
荊
州
而
不
反
、
關
羽（

（1
（

頡
頏
於
上
流
、
權
謂
、「
養
關
羽
使
北
吞
許
・
洛
、
全
㊒
江
・
漢
、
回
舟
東
下
、

誰
能
禦
之
。
欲
圖
之
、
懼
曹
操
之
乘
其
弊
也
。」
乘
羽
北
逼
許
・
洛
、
曹
公

以
朝
命
見
招
、
權
乃
上
牋
擊
羽
以
自
效
、
使
呂
蒙
・
陸
遜
一
襲
而
得
之
、
全

㊒
荊
楚
、
西
閉
劉
備
於
三
峽
、
北
釋
曹
公
之
患
、
以
安
江
東
。
此
用
呂
蒙
・

陸
遜
之
謀
也
。（

（1
（



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
〇
九

携
し
、
漢
を
思
う
中
原
の
士
も
呼
應
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
論
で
あ
る
。
こ
こ

で
言
う
「
漢
室
子
孫
」
が
劉
備
を
指
し
て
い
な
い
こ
と
は
朙
白
で
、「
漢
室
復
興

は
孫
吳
に
よ
っ
て
逹
成
さ
れ
て
問
題
な
い
」
と
呂
祖
謙
が
見
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
劉
備
の
天
下
統
一
を
支
持
す
る
姿
勢
は
全
く
見
出
せ
な
い
。

　

そ
し
て
批
判
の
結
論
と
し
て
、「
孫
權
は
『
崎
嶇
蠻
夷
山
海
之
閒
』
た
る
江
東

に
て
自
ら
皇
帝
を
名
乘
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
業
を
子
孫
に
殘
し
て
や
れ
ず
、
國

を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
み
で
、
天
下
を
爭
う
に
は
足
り
な
か
っ
た
」
と
い

う
。
江
東
に
と
ど
ま
り
天
下
を
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
孫
吳
は
長
續
き
で

き
ず
滅
亡
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
素
直
に
讀
め
ば
、「
南
宋
は
こ
の

ま
ま
だ
と
遠
か
ら
ず
滅
亡
す
る
」
と
い
う
危
機
感
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
解
釋
で

き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
孫
權
を
批
判
す
る
呂
祖
謙
は
し
か
し
、
こ
の
孫
權
の
方
針
に
對
す

る
同
情
に
も
似
た
擁
護
論
を
展
開
し
て
、
吳
論
を
終
え
る
。

⑦
然
使
權
不
爲
計
謀
以
自
立
、
則
雖
其
身
不
能
終
也
、
況
子
孫
乎
。
其
國
不

能
保
也
、
況
天
下
乎
。
何
以
言
之
。
權
沒
未
幾
、
諸
葛
恪
一
用
之
而
僅
勝
、

再
用
之
而
大
敗
、孫
綝
用
之
又
敗
、江
淮
之
閒
惴
惴
而
已
。上
流
藉
陸
抗
之
賢
、

挾
以
重
兵
、
僅
能
支
襄
陽
一
面
。
抗
死
則
亦
惴
惴
然
矣
。
藉
使
孫
皓
不
爲
暴

虐
、
亦
豈
能
久
存
也
哉
。
後
世
不
察
權
以
計
謀
自
立
、
而
區
區
欲
效
權
之
畫

江
爲
守
。
是
不
察
夫
形
勢
・
甲
兵
之
最
弱
也
。
古
人
唯
陸
抗
知
此
。
抗
言
於

孫
皓
曰
、「
長
江
峻
川
、
限
帶（

（1
（

封
域
。
乃
守
國
之
常
事
、
非
智
者
之
所
先
。」（

（2
（

審
抗
此
言
、
則
當
時
之
形
勢
爲
不
足
言
。
而
所
謂
智
者
所
先
、
則
㊒
衟
也
。

抗
可
謂
善
論
孫
氏
形
勢
者
矣
。（

（2
（

　

諸
葛
恪
や
孫
綝
が
魏
に
敗
北
し
た
こ
と
を
擧
げ
る
の
は
、
主
戰
派
へ
の
諫
言
と

理
解
で
き
よ
う
。
特
に
諸
葛
恪
へ
の
評
價
は
「
小
さ
な
勝
利
が
却
っ
て
大
敗
北
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
主
張
と
讀
め
る
。
そ
し
て
同
論
は
最
後
に
、「
後
世
の
人
々

權
之
謀
也
。
權
又
以
謂
「
所
用
多
南
兵
、
便
於
舟
楫
、
短
於
陸
戰
。」
故
用

兵
未
嘗
一
日
捨
舟
楫
而
乘
勝
逐
北
、
亦
不
肯
遠
水
以
逐
利
。
雖
㊒
大
擧
長
驅

之
計
、
亦
不
敢
行
以
僥
一
時
之
幸
。
故
曹
休
敗
而
不
敢
追
、
殷
禮（

（1
（

獻
言
而
不

敢
用
。
此
亦
權
之
謀
也
。
權
之
受
封
吳
王
也
、
盡
恭
以
受
其
𣝣
命
、
使
其
國

中
知
己
爲
百
姓
屈
也
。
與
邢
眞（

（1
（

爲
盟
、
陰
以
怒
、
其
羣
下
方
且
爲
進
取
之
計
、

而
自
卑
屈
如
此
。
此
亦
權
之
謀
也
。
故
權
之
爲
國
、
自
奮
亦
用
謀
、
自
屈
亦

用
謀
、
勝
亦
用
謀
、
負（

（1
（

亦
用
謀
、
動
無
非
謀
也
。
故
能
以
一
江
爲
阻
而
與
曹

劉
爲
敵
。（

（1
（

　

④
と
⑤
で
は
、
孫
權
自
身
の
謀
が
述
べ
ら
れ
る
。
魏
に
臣
從
を
表
朙
し
て
劉
備

を
擊
退
し
た
こ
と
、
次
い
で
魏
の
人
質
要
請
を
拒
否
し
、
劉
備
と
結
ん
で
魏
を
擊

退
し
た
こ
と
、
曹
操
・
曹
丕
の
來
襲
を
擊
退
し
た
戰
術
、
魏
に
臣
從
し
て
そ
の
閒

に
防
備
を
固
め
た
こ
と
、
敵
を
深
追
い
し
な
い
と
い
う
判
斷
、
𣝣
命
を
恭
し
く
受

け
、
魏
に
服
從
す
る
の
は
人
民
の
た
め
で
あ
る
と
知
ら
し
め
た
こ
と
な
ど
を
擧
げ
、

い
ず
れ
も
孫
權
の
謀
で
あ
る
と
評
價
す
る
。
魏
へ
頭
を
下
げ
た
こ
と
に
關
す
る
言

及
が
多
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

⑥
然
權
起
非
仗
義
、
徒
知
以
割
據
爲
雄
、
不
能
興
漢
室
以
傾
天
下
之
心
。
使

當
漢
末
大
亂
、
權
能
招
徠
中
原
之
士
、
廣
募
西
北
之
兵
、
緝
馬
步
之
銳
、
挾

舟
楫
而
用
之
、
鼓
行
北
出
、
水
陸
竝
進
、
孰
能
當
之
哉
。
當
曹
丕
之
立
也
、

權
又
能
求
漢
室
子
孫
而
輔
之
、
出
師
問
罪
、
劉
備
必
亦
連
衡
而
掎
角
、
中
原

之
士
挾
思
漢
之
民
、
必
㊒
起
而
應
我
者
矣
。
權
不
知
出
此
、
徒
自
尊
於
崎
嶇

蠻
夷
山
海
之
閒
。
故
雖
力
爲
計
謀
詭
詐
、
然
基
業
僅
足
以
終
其
身
、
而
無
足

以
遺
子
孫
、
僅
足
以
保
其
國
、
而
不
足
以
爭
衡
天
下
。
惜
哉
。（

（1
（

　

論
點
は
孫
吳
の
失
策
に
移
る
。「
孫
權
は
割
據
す
る
こ
と
し
か
知
ら
ず
、
漢
室

を
復
興
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
批
判
す
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
「
孫
權
は
漢
室

の
子
孫
を
求
め
て
こ
れ
を
輔
佐
し
、
出
陣
し
て
曹
丕
の
罪
を
問
え
ば
、
劉
備
も
連
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な
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
「
十
論
」
全
體
に
お
い
て
「
正
統
」
の
語
が
登
場
す
る

の
が
こ
こ
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
、
や
は
り
「
十
論
」
に
お
い
て
「
正
統
」

へ
の
關
心
は
稀
薄
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
か
か
る
呂
祖
謙
の
史
觀
を
「
十
論
」
以

外
に
見
出
す
先
行
硏
究
と
し
て
、
王
飛
は
、
呂
祖
謙
の
歷
史
實
錄
精
神
が
正
閏
に

重
き
を
置
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
事
例
と
し
て
、
彼
が
陳
亮
へ
宛
て
た
手

紙
に
「
紀
年
、
冠
以
甲
子
、
而
竝
列
三
國
之
年
、
此
例
甚
當
」
と
あ
る
（『
東
萊
呂

太
史
別
集
』
卷
十
「
與
陳
同
甫
」）
こ
と
を
指
摘
す
る（

（2
（

。
こ
こ
に
見
え
る
「
紀
年
」
は
、

手
紙
の
送
り
先
で
あ
る
陳
亮
の
著
述
『
三
國
紀
年
』
を
指
す
。
つ
ま
り
上
述
の
史

料
は
、
陳
亮
の
筆
法
に
對
す
る
呂
祖
謙
の
意
見
で
あ
り（

（2
（

、
王
飛
の
指
摘
通
り
、
呂

祖
謙
が
三
國
の
正
閏
を
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。

　

四
つ
め
は
、
吳
論
で
語
ら
れ
る
孫
吳
評
價
に
は
對
金
政
策
を
中
心
と
し
た
南
宋

の
現
狀
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
節
を
改
め
、

吳
論
に
續
く
晉
論
以
下
を
見
る
こ
と
で
、
今
少
し
檢
討
を
續
け
よ
う
。

（
三
）「
十
論
」
の
北
伐
論

　

晉
論
上
篇
で
は
、
北
伐
反
對
派
で
あ
っ
た
蔡
謨
・
王
羲
之
を
「
一
を
知
る
が
二

を
知
ら
ぬ
」
と
す
る
一
方
で
、
北
伐
に
積
極
的
で
あ
っ
た
諸
葛
亮
・
諸
葛
恪
に
つ

い
て
も
「
彼
ら
も
一
を
知
る
が
二
を
知
ら
ぬ
」
と
し
、
守
勢
に
徹
す
る
こ
と
も
無

闇
に
出
兵
す
る
こ
と
も
否
定
的
に
評
す
る
。

　

齊
論
下
篇
で
は
、
齊
が
北
魏
と
和
議
を
結
ん
だ
こ
と
を
「
計
の
是
な
る
も
の
」

と
し
つ
つ
、
齊
は
「
和
平
が
恃
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
兩
漢
以
來
そ

う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
梁
論
上
篇
で

は
陳
慶
之
の
北
伐
が
一
時
的
に
大
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
を
讚
え
つ
つ
も
、
そ
れ
が

失
敗
に
終
わ
っ
た
理
由
を
分
析
す
る
。

　
「
十
論
」
の
最
後
を
締
め
く
く
る
陳
論
で
は
、「
使
孫
權
復
生
、
且
不
能
守
」
と

は
、
孫
權
が
謀
に
よ
っ
て
自
立
し
た
こ
と
を
察
せ
ず
、
單
に
孫
權
が
長
江
を
境
界

と
し
て
守
っ
た
こ
と
を
眞
似
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
形
勢
や
兵
が
最
弱
で
あ
る

こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
。
古
人
で
は
陸
抗
だ
け
が
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
」
と

い
う
。
こ
の
「
後
世
」
が
、
長
江
を
賴
み
と
し
て
守
り
を
固
め
る
こ
と
を
主
張
し

て
い
た
南
宋
の
人
々
を
指
す
こ
と
も
朙
ら
か
で
あ
る
。

（
二
）
吳
論
の
三
國
觀

　

三
國
論
と
い
う
觀
點
か
ら
見
た
と
き
、「
十
論
」
吳
論
の
特
徵
と
し
て
、
以
下

の
點
が
指
摘
で
き
る
。
一
つ
は
、
魏
や
蜀
で
は
な
く
孫
吳
を
中
心
と
し
た
三
國
論

で
あ
る
こ
と
で
、
南
宋
代
に
孫
吳
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
呂
祖
謙
の
三
國
時
代
に
關
す
る
著
述
と
し
て
は
『
三
國
志
詳
節
』

が
㊒
名
で
あ
る
が
、
こ
の
『
三
國
志
詳
節
』
に
も
孫
吳
人
士
を
優
遇
す
る
傾
向
を

見
出
す
先
行
硏
究
が
あ
り（

（2
（

、「
十
論
」
の
史
觀
と
類
似
し
た
性
格
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

　

二
つ
め
は
、
蜀
漢
を
贔
屓
す
る
意
思
が
全
く
看
取
で
き
な
い
こ
と
で
、
一
つ
め

の
特
徵
と
表
裏
關
係
に
あ
る
。
劉
備
支
持
の
姿
勢
が
看
取
で
き
な
い
こ
と
は
先
述

し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
關
羽
攻
擊
を
肯
定
的
に
評
す
る
な
ど
、
吳
論
全
體
を
見

て
も
劉
備
主
從
へ
の
肩
入
れ
は
皆
無
と
言
っ
て
良
く
、
廣
く
知
ら
れ
る
「
南
宋
に

お
け
る
蜀
漢
支
持
の
潮
流
」
と
は
異
な
る
史
論
が
確
認
で
き
る
。

　

三
つ
め
は
、
正
統
論
の
不
在
で
あ
る
。
吳
論
は
孫
吳
に
肩
入
れ
し
た
論
に
は
な

っ
て
い
る
も
の
の
、「
正
統
」
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
語
は
無
く
、
孫
吳
を
は

じ
め
三
國
い
ず
れ
も
「
正
統
」
と
す
る
意
圖
が
看
取
で
き
な
い
。
吳
論
の
次
で

あ
る
晉
論
上
篇
に
は
「
正
統
」
の
語
が
二
回
登
場
す
る
が
、
そ
の
論
旨
は
「「
正

統
」
の
繋
が
る
所
で
あ
り
な
が
ら
百
年
も
天
下
統
一
で
き
な
か
っ
た
晉
の
君
臣
は

罪
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
、「
正
統
」
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
論
に



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
一
一

戰
・
守
・
和
の
三
つ
の
立
場
が
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
も
見
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
れ
に
從
え

ば
呂
祖
謙
の
主
張
は
「
守
」
に
近
い
。
た
だ
し
、
彼
が
長
江
の
み
を
賴
り
と
し
た

防
衞
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
の
「
守
」
と

は
、
力
を
蓄
え
つ
つ
攻
勢
に
出
る
機
會
を
窺
う
「
守
」
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、

「
曹
丕
の
簒
奪
と
い
う
機
會
に
吳
が
北
伐
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
い
う
⑥
の
論
を
見

る
に
、
呂
祖
謙
は
「
采
石
磯
の
戰
い
（
一
一
六
一
、
紹
興
三
一
年
）
で
の
勝
利
や
海

陵
王
失
脚
と
い
う
機
會
に
北
伐
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
今
は
時
機
を
失
し
た
」
と

い
う
意
見
の
持
ち
主
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
ま
れ
北
伐
を
め
ぐ
る
「
十
論
」

の
主
張
は
「
金
と
は
戰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
準
備
無
し
の
北
伐
は
嚴
に
愼

む
べ
き
で
、
力
を
蓄
え
時
機
の
到
來
を
待
つ
べ
き
（
で
あ
っ
た
）」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
四
）
呂
祖
謙
の
史
論
と
祖
先

　

呂
祖
謙
を
輩
出
し
た
河
南
呂
氏
は
北
宋
か
ら
の
名
家
で
、
八
世
伯
祖
に
呂
蒙
正
、

七
世
祖
に
呂
夷

な
ど
が
い
る（

（2
（

。
河
南
呂
氏
の
詳
細
な
經
歷
の
考
察
は
本
論
の
任

で
は
な
い
が
、
㊟
（
28
）
所
揭
衣
川
强
論
文
お
よ
び
『
評
傳
』
な
ど
の
硏
究
を
參

照
し
つ
つ
、
呂
祖
謙
の
孫
吳
觀
に
關
わ
り
を
持
つ
事
例
に
限
定
し
て
見
て
い
き
た

い
。

　

㊟
（
４
）
所
揭
王
飛
論
文
は
、「
歷
史
文
獻
硏
究
の
重
視
は
呂
氏
家
學
の
顯
著

な
特
徵
で
あ
り
、
彼
の
曾
祖
父
の
呂
好
問（

（2
（

は
極
め
て
歷
史
文
獻
を
重
視
し
て
い

た
」
と
指
摘
す
る
。
こ
の
呂
好
問
は
『
宋
史
』
卷
三
百
六
十
二
に
立
傳
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
彼
は
靖
康
の
變
の
後
、
張
邦
昌
の
楚
に
仕
え
る
こ
と
に
な

る
が
、
張
邦
昌
が
政
權
を
宋
皇
族
に
奉
還
す
る
た
め
の
準
備
を
早
く
か
ら
進
め
た
。

彼
は
張
邦
昌
に
對
し
「
女
眞
が
去
っ
た
あ
と
今
の
立
場
を
確
保
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

す
み
や
か
に
政
權
を
﨤
し
、
禍
を
福
に
轉
ず
る
べ
き
」
と
言
い
、
ま
た
、
張
邦
昌

論
じ
、
孫
權
を
高
く
評
價
す
る
。
そ
し
て
長
江
の
上
流
を
押
さ
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
說
き
、「『
淮
南
・
荊
・
襄
を
な
く
し
、
た
だ
大
い
な
る
流
れ
（
長
江
）
に
た

よ
っ
て
大
險
と
す
る
』
と
い
っ
た
意
見
は
笑
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
十
論
」
の
北
伐
論
は
、
主
戰
派
・
講
和

派
の
い
ず
れ
か
に
截
然
と
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
吳
論
で
は
、
孫
權
が
曹

操
を
擊
退
し
な
が
ら
頭
を
下
げ
、
そ
の
閒
に
防
備
を
固
め
た
こ
と
を
肯
定
的
に
捉

え
、
一
方
で
孫
權
が
北
伐
に
積
極
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
つ
つ
も
、
諸
葛

恪
ら
の
北
伐
を
批
判
す
る
。
晉
論
以
降
で
も
、
守
り
に
徹
す
る
こ
と
を
批
判
す
る

が
、
北
伐
に
積
極
的
と
は
言
い
難
い
見
解
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

呂
祖
謙
の
北
伐
に
對
す
る
意
見
に
つ
い
て
の
先
行
硏
究
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ

う
。
本
論
と
同
じ
く
「
十
論
」
に
着
目
し
た
數
少
な
い
先
行
硏
究
と
し
て
、
黃
靈

庚
は
「
孝
宗
の
北
伐
案
は
東
南
の
兵
と
戰
船
の
修
造
の
み
に
賴
り
、
暫
時
長
江
を

境
界
と
す
る
方
針
だ
っ
た
の
で
、
呂
祖
謙
は
そ
れ
が
失
策
で
あ
る
と
諭
す
べ
く

「
十
論
」
を
著
し
た
」
と
捉
え
、
呂
祖
謙
の
史
學
に
「
經
世
致
用
」
の
史
學
觀
を

看
取
す
る（

（2
（

。
潘
富
恩
・
徐
慶
余
『
呂
祖
謙
評
傳
』（
南
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

以
降
『
評
傳
』）
は
、
呂
祖
謙
の
北
伐
に
對
す
る
意
見
を
「
時
朞
が
熟
す
る
の
を
待

ち
、
條
件
が
整
っ
た
ら
大
膽
に
攻
擊
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
耐
え
て
待
ち
、
變

化
を
觀
察
す
る
」
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
と
說
く
。
劉
雅
靜
「
呂
祖
謙
史
鑑
思
想

硏
究
―
以
《
東
萊
博
議
》
爲
中
心
的
探
討
」（
曲
阜
師
範
大
學
碩
士
學
位
論
文
、
二
〇

一
四
年
）
は
、
呂
祖
謙
は
「
抗
金
」
を
主
張
し
講
和
に
反
對
し
た
が
、
主
戰
派
の

「
一
切
亟
爲
」
と
い
う
主
張
で
は
な
く
、
ま
た
講
和
派
の
「
一
切
不
爲
」
に
も
反

對
で
あ
り
、
和
す
る
に
せ
よ
戰
う
に
せ
よ
備
え
を
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
說
い

て
い
た
、
と
い
う
。

　
「
十
論
」
か
ら
看
取
で
き
る
姿
勢
も
、『
評
傳
』
お
よ
び
劉
雅
靜
の
指
摘
と
近
い

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
近
年
の
硏
究
で
は
、
南
宋
に
お
け
る
對
金
政
策
に
は



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
一
二

以
受
其
𣝣
命
、
使
其
國
中
知
己
爲
百
姓
屈
也
」「
陰
以
怒
、（
中
略
）
而
自
卑
屈
如

此
」（
歬
揭
）
と
い
う
表
現
は
、
曾
祖
父
の
苦
衷
に
對
す
る
呂
祖
謙
の
思
い
が
讀

み
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
で
、
呂
好
問
の
子
の
呂
本
中
は
、
秦
檜
の
怒
り
を
買
っ
て
彈
劾
さ
れ
た

（『
宋
史
』
卷
三
百
七
十
六
・
呂
本
中
傳
）。
呂
祖
謙
の
一
族
は
、
主
戰
派
か
ら
も
和
平

派
か
ら
も
不
遇
な
目
に
あ
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
主
戰
派
で
も
講
和
派
で

も
な
い
呂
祖
謙
の
意
見
が
釀
成
さ
れ
た
一
端
は
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

三
．
呂
祖
謙
と
李
燾

　

當
時
に
あ
っ
て
六
朝
を
模
範
・
鑑
戒
と
し
て
南
宋
の
現
狀
に
活
用
せ
ん
と
す
る

著
述
は
「
十
論
」
だ
け
で
は
な
い
。
陳
愛
平
「
南
宋
對
六
朝
南
北
軍
事
對
峙
經

驗
的
理
論
硏
究
」（『
沙
洋
師
範
高
等
專
科
學
校
學
報
』
二
〇
〇
六
年
第
三
朞
）
は
、
南

宋
に
お
け
る
六
朝
朞
の
南
北
軍
事
對
立
を
扱
っ
た
史
料
と
し
て
、
李
燾
『
六
朝

通
鑑
博
議
』、
陳
充
・
吳
若
『
東
南
防
守
利
便
』、
李
舜
臣
『
江
東
十
鑑
』、
李
衟

傳
『
江
東
十
考
』、
王
應
麟
『
通
鑑
地
理
通
釋
』、
陳
武
『
江
東
地
利
論
』、
趙
善

譽
『
南
北
攻
守
類
考
』、
胡
寅
『
三
國
六
朝
攻
守
要
論
』
等
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

南
宋
の
地
理
的
境
遇
が
六
朝
と
極
め
て
近
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
南
宋
に
あ
っ
て

斯
か
る
著
述
が
多
數
登
場
し
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
當
然

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
著
述
の
閒
に
は
相
互
に
影
響
關
係
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
に

難
く
な
い
。
例
え
ば
、
張
文
濤
「
李
燾
《
六
朝
通
鑑
博
議
》
析
論
」（『
史
學
史
硏

究
』
二
〇
一
八
年
二
朞
）
は
、
李
燾
『
六
朝
通
鑑
博
議
』
が
李
舜
臣
『
江
東
十
鑑
』

へ
の
反
駁
と
し
て
著
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
斯
か
る
指
摘
の
檢
討
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
著
述
の
內
容
が
他
の
著
者
に
影
響
を
與
え

た
り
、
ひ
い
て
は
著
者
閒
で
直
接
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
大
い

の
も
と
で
は
彼
だ
け
が
「
靖
康
」
の
年
號
で
文
書
を
發
し
た
。
の
ち
に
高
宗
は
彼

を
勞
っ
て
「
宗
廟
獲
全
、
卿
之
力
也
（
宗
廟　

全
き
を
獲
る
は
、
卿
の
力
な
り
）」
と

言
い
、
彼
は
尙
書
右
丞
と
な
っ
た
。
衣
川
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
學
問
の
世
界
の
人

閒
が
多
く
な
っ
て
い
た
こ
の
世
代
の
呂
氏
の
中
に
あ
っ
て
「
異
例
の
事
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
」
と
評
し
て
い
る
。
呂
好
問
が
楚
に
身
を
置
き
な
が
ら
宋
の
再
興
に

盡
力
し
た
こ
と
は
、
金
に
近
し
い
と
疑
わ
れ
る
危
險
性
を
は
ら
み
な
が
ら
も
、
當

時
に
あ
っ
て
宋
の
た
め
に
で
き
る
非
常
に
現
實
的
な
行
動
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
呂
好
問
は
、
張
邦
昌
政
權
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
批
判
を
受
け
る
。

　

丞
相
李
綱
以
羣
臣
在
圍
城
中
不
能
執
節
、
欲
悉
按
其
罪
。
好
問
曰
、「
王

業
艱
難
、
政
宜
含
垢
。
繩
以
峻
法
、
懼
者
衆
矣
。」
侍
御
史
王
賓
論
「
好
問

嘗
汙
僞
命
、
不
可
以
立
新
朝
。」
高
宗
曰
、「
邦
昌
僭
號
之
初
、
好
問
募
人
齎

白
書
、
具
衟
京
師
內
外
之
事
。
金
人
甫
退
、
又
遣
人
勸
進
。
考
其
心
跡
、
非

他
人
比
。」
好
問
自
慙
、力
求
去
、且
言
、「
邦
昌
僭
號
之
時
、臣
若
閉
門

身
、

實
不
爲
難
。
徒
以
世
被
國
恩
、所
以
受
賢
者
之
責
、冐
圍
齎
書
於
陛
下
。」（

（3
（

（『
宋

史
』
卷
三
百
六
十
二
・
呂
好
問
傳
）

　

か
か
る
記
錄
に
從
う
な
ら
ば
、
呂
好
問
は
宋
朝
存
續
の
た
め
に
盡
力
し
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
李
綱
ら
の
彈
劾
に
よ
っ
て
官
界
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
曾
孫

で
あ
る
呂
祖
謙
に
も
理
不
盡
に
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、『
評
傳
』
は
、
祖
先

の
「
不
節
」
の
汚
名
を
☃
ぐ
べ
く
、
呂
祖
謙
が
『
家
傳
』
の
中
で
呂
好
問
の
宋
に

對
す
る
忠
誠
と
、
張
邦
昌
に
對
し
大
政
奉
還
を
勸
め
た
こ
と
を
詳
細
に
記
錄
し
て

い
る
、
と
指
摘
す
る
。
先
に
、
孫
權
が
曹
操
・
曹
丕
に
臣
從
し
た
こ
と
を
「
十

論
」
が
肯
定
的
に
評
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
南
宋
が
暫
時
金
に
頭
を
下

げ
て
で
も
國
力
充
實
を
圖
る
べ
き
こ
と
を
說
い
た
も
の
と
讀
め
る
が
、
そ
れ
と
同

時
に
、
心
な
ら
ず
も
楚
に
暫
時
臣
從
し
て
宋
の
復
興
の
た
め
に
盡
力
し
た
曾
祖
父

の
こ
と
も
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
特
に
、
⑤
に
見
え
る
「
盡
恭



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
一
三

之
走
劉
備
、
以
激
江
南
之
氣
、
而
攻
取
方
力
。
築
濡
須
之
塢
、
設
武
昌
之
城
、

以
全
江
南
之
備
、
而
守
禦
方
固
。
諸
葛
瑾
尋
盟
、
張
溫
報
聘
、
以
通
江
南
之

援
、
而
和
好
方
講
。
噫
、
用
江
南
一
方
之
地
、
或
攻
以

敵
、
或
守
以
拒
寇
、

或
和
以
息
民
、
皆
㊒
人
出
爲
之
謀
、
故
無
一
不
如
其
志
。
烏
乎
、
擧
賢
任
能
、

保
守
江
東
、
孫
權
至
是
不
負
討
逆
之
託
矣
。
至
其
末
孫
、
㊒
一
陸
抗
而
羊
祜
・

王
濬
睥
睨
不
敢
進
。
一
日
抗
溘
死
、
揚
越
之
阻
・
長
江
之
固
自
若
也
、
而
晉

兵
長
驅
如
涉
無
人
。
因
知
爭
天
下
之
術
、
地
勢
雖
强
、
以
人
爲
重
。
故
臣
因

董
襲
之
言
、
先
尙
論
其
人
、
而
徐
議
攻
守
和
好
之
得
失
於
後
。（

（3
（

　

孫
權
政
權
の
攻
守
に
お
よ
ぶ
實
績
は
、
地
の
利
で
は
な
く
人
の
謀
に
よ
る
と
す

る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
十
論
」
吳
論
の
歬
揭
②
の
段
の
主
旨
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
表
現
を
見
て
も
、
呂
祖
謙
の
い
う
「
世
人
謂
「
權
之
所
以
爲
固
者
、
東
南
之

地
。
所
以
爲
强
者
、
東
南
之
兵
。」
此
大
不
然
。（
中
略
）
然
權
用
之
如
此
之
固
且

强
、
何
也
。
蓋
權
之
所
以
自
立
者
、
㊒
謀
而
已
」（
歬
揭
）
と
、
上
揭
『
博
議
』

引
用
で
傍
線
を
附
し
た
箇
所
は
、
か
な
り
の
類
似
性
が
見
出
せ
る
。

　

紙
幅
の
都
合
で
詳
細
な
引
用
は
で
き
な
い
が
、
兩
者
に
類
似
す
る
そ
の
他
の
論

點
を
列
擧
す
る
だ
け
で
も
、
周
瑜
・
魯
肅
・
呂
蒙
・
陸
遜
の
策
謀
を
孫
權
が
取
り

入
れ
た
こ
と
へ
の
高
い
評
價
、
魏
軍
の
侵
攻
を
擊
退
す
る
戰
術
の
分
析
內
容
と
賞

贊
、
魏
に
臣
從
す
る
こ
と
へ
の
肯
定
的
見
解
、
江
東
に
割
據
す
る
の
み
で
魏
に
攻

め
込
む
べ
き
機
會
に
動
か
な
か
っ
た
と
す
る
批
判（
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（

、
諸
葛
恪
の
勝
利
へ
の
批
判
を

通
じ
た
主
戰
派
へ
の
諫
言
、
陸
抗
の
見
解
へ
の
高
い
評
價
、
主
戰
派
・
講
和
派
の

い
ず
れ
に
も
與
し
な
い
主
張
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。

　

無
論
、
兩
者
の
主
張
に
は
異
な
る
點
も
あ
る
。
ま
ず
兩
者
は
總
字
數
が
大
き
く

異
な
る
し
、
內
容
を
見
て
も
、
孫
權
が
殷
禮
の
獻
策
を
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と

を
「
十
論
」
は
肯
定
的
に
見
て
い
る
（
歬
揭
⑤
）
が
、『
博
議
』
は
批
判
す
る
（『
博

議
』
卷
二
「
孫
權
旣

皇
帝
位
、
議
者
咸
以
「
權
利
在
鼎
足
、
不
能
幷
力
、
且
志

已
滿
、

に
考
え
得
る
。

　

本
章
で
は
こ
う
い
っ
た
影
響
關
係
の
う
ち
、
李
燾
の
著
と
さ
れ
る
『
六
朝
通
鑑

博
議
』（
以
下
『
博
議
』）
と
「
十
論
」
の
關
係
に
着
目
し
た
い
。『
博
議
』
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「『
六
朝
通
鑑
博
議
』
の
孫
吳
論
に
つ
い
て
」（『
年
報
』
四
二
、
實
踐

女
子
大
學
文
藝
㊮
料
硏
究
所
、
二
〇
二
三
年
）
に
て
論
じ
て
い
る
が
、「
十
論
」
吳
論

の
內
容
と
『
博
議
』
吳
論
は
共
通
點
が
多
い
。
と
り
わ
け
㊟
目
す
べ
き
は
、
歬
章

（
二
）
で
指
摘
し
た
四
つ
の
特
徵
、
す
な
わ
ち
「
孫
吳
を
中
心
と
し
た
三
國
論
」

「
蜀
漢
を
贔
屓
す
る
意
思
の
不
在
」「
正
統
論
の
不
在
」「
對
金
政
策
の
投
影
」
の

總
て
が
兩
者
に
共
通
し
て
看
取
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
吳
論
・
晉
論

（『
博
議
』
で
は
「
東
晉
論
」）・
宋
論
・
齊
論
・
梁
論
・
陳
論
と
い
う
、
王
朝
名
に
基

づ
い
た
章
構
成
で
六
朝
を
論
ず
る
點
が
「
十
論
」
と
『
博
議
』
に
共
通
す
る
こ
と

も
興
味
深
い
。

　

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
枠
組
み
や
主
張
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
具
體
的
な
論
に

至
る
ま
で
、
兩
者
に
は
類
似
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
博
議
』
卷
一
・
吳
論
の
各

論
の
一
番
最
初
で
あ
る
「
孫
權
初
起
、
董
襲
曰
「
江
東
㊒
山
川
之
固
、
小
大
用
命
、

張
昭
秉
衆
用
事
、
襲
等
爲
爪
牙
、
此
地
利
人
和
之
時
也
。」」（
底
本
な
ど
に
つ
い
て

は
歬
揭
拙
稿
を
參
照
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

臣
燾
曰
、
自
古
英
雄
據
天
下
之
勢
、
則
必
幷
天
下
之
謀
、
以
議
其
攻
守
。

處
形
便
、
控
險
阻
、
此
爲
攻
守
之
圖
也
。
攻
守
之
事
、
非
勈
不
能
決
、
非
智

不
能
全
。
此
二
者
皆
人
謀
也
。
而
足
以
增
山
川
之
重
、
示
形
制
之
勢
。
則
爭

天
下
者
、
必
借
險
於
地
、
取
謀
於
人
、
而
後
能
大
㊒
所
成
就
矣
。
吳
越
之
地
、

長
江
大
淮
、
險
陿
四
顧
、
孫
權
君
臣
相
與
畫
江
而
守
之
、
抗
二
大
敵
未
嘗
困

折
。
人
皆
謂
「
地
形
之
便
」、
而
不
知
人
謀
之
巧
也
。
魏
文
臨
江
、
喟
然
發

㊒
人
之
嘆（
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、
而
六
師
遽
旋
。
噫
、
是
豈
特
孫
權
之
力
、
亦
股
肱
爪
牙
、
相
與

合
謀
、
內
守
外
禦
、
而
敵
人
莫
敢
抗
耳
。
蓋
自
周
瑜
爲
之
破
曹
公
、
陸
遜
爲



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
一
四

傳
お
よ
び
『
宋
史
』
卷
三
百
八
十
八
・
李
燾
傳
に
よ
れ
ば
、
呂
祖
謙
は
李
燾
の
推

薦
に
よ
り
『
徽
宗
實
錄
』
編
纂
の
た
め
國
史
院
・
實
錄
院
に
入
っ
て
い
る
。『
年

譜
』
お
よ
び
㊟
（
24
）
所
揭
劉
玉
民
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
淳
熙
三
年
（
一
一

七
六
）
の
こ
と
と
い
う
。
以
後
の
兩
者
の
交
流
を
劉
玉
民
論
文
に
從
い
ま
と
め
る

と
、『
徽
宗
實
錄
』
が
翌
年
三
⺼
に
完
成
し
、
し
か
も
李
燾
が
中
央
か
ら
出
さ
れ

知
常
德
府
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
、
二
人
の
史
館
に
お
け
る
合
作
は
短
朞
閒
で
終

わ
り
、
呂
祖
謙
は
深
く
衝
擊
を
受
け
な
が
ら
も
、
李
燾
へ
七
通
の
書

を
送
り
、

不
遇
の
李
燾
を
慰
め
る
だ
け
で
な
く
、
彼
へ
書
籍
抄
錄
を
提
供
す
る
な
ど
、
學
術

交
流
を
續
け
た
。
ま
た
呂
祖
謙
は
淳
熙
六
年
（
一
一
七
九
）、
彼
の
編
纂
し
た
『
皇

朝
文
鑑
』
へ
の
世
閒
の
評
價
を
め
ぐ
る
苦
惱
を
打
ち
朙
け
る
書
面
を
李
燾
に
送
っ

て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
呂
祖
謙
と
李
燾
が
親
し
い
關
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
短
朞
閒
と

は
い
え
共
同
で
史
書
編
纂
の
職
務
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
も
書
面
の
徃
來
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
李
燾
と
呂
祖
謙
は
、
相
互
に
史
論
の
影
響
が
あ
っ
た
可

能
性
は
高
い
。
張
文
濤
歬
揭
論
文
は
、
李
燾
が
『
博
議
』
を
著
し
た
時
朞
を
乾
衟

六
年
（
一
一
七
〇
）
頃
と
見
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
呂
祖
謙
が
史
館
に
あ
っ
た
時

朞
に
は
既
に
『
博
議
』
は
脫
稿
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
呂
祖
謙
が
李
燾
か
ら
聞

く
な
り
草
稿
を
見
せ
て
も
ら
う
な
り
し
て
、『
博
議
』
の
內
容
を
知
っ
て
い
た
可

能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
呂
祖
謙
の
說
く
孫
吳
論
に
李
燾
が
影

響
を
受
け
、
そ
れ
が
『
博
議
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

む
ろ
ん
、
南
宋
朞
に
お
け
る
六
朝
を
論
じ
た
著
述
の
う
ち
で
、「
十
論
」
に
影

響
を
與
え
た
も
の
は
『
博
議
』
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
斯
か
る
點
に
つ
い
て

の
更
な
る
攷
察
は
、
今
後
の
檢
討
課
題
と
し
た
い
。

無
上
岸
之
情
」」）
な
ど
、
異
な
る
結
論
も
存
在
す
る
。
だ
が
全
體
と
し
て
は
、
兩

者
の
主
張
に
は
非
常
に
共
通
要
素
が
多
い
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
殷
禮
と
い

う
餘
り
㊒
名
で
な
い
人
物
を
め
ぐ
る
故
事
を
兩
者
が
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
こ

そ
㊟
目
す
べ
き
と
も
言
え
る
。

　

孫
吳
を
巡
る
呂
祖
謙
の
史
論
が
李
燾
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
事
例
は
「
十

論
」
以
外
に
も
あ
る
。『
博
議
』
に
は
、
劉
備
が
孫
權
に
劉
璋
を
攻
め
ぬ
よ
う
吿

げ
な
が
ら
自
身
が
益
州
を
領
㊒
し
た
こ
と
（『
三
國
志
』
蜀
書
二
・
先
主
傳
㊟
引
『
獻

帝
春
秋
』）
を
取
り
上
げ
た
段
が
あ
る
が
（『
博
議
』
卷
三
・
吳
論
「
陸
抗
言
「
西
陵
、

國
之
西
門
」」）、
こ
の
件
に
つ
い
て
呂
祖
謙
も
『
左
氏
博
議
』
卷
二
十
一
「
秦
濟
河

焚
舟
」
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　

殽
之
役
、
說
者
或
歸
其
曲
於
晉
。（
中
略
）
吾
以
爲
、
晉
固
可
責
、
秦
穆

亦
不
得
無
罪
焉
。
孫
權
與
劉
備
約
同
伐
劉
璋
、
備
方
發
被
髮
入
山
之
辭
、
以

拒
權
、
不
旋
踵
而
自
取
之
。
此
權
所
以
深
怨
、
而
㊒
荊
州
之
師
也
（
見
『
三

國
志
』）。
晉
與
秦
同
圍
鄭
、
秦
獨
退
師
留
戍
以
背
晉
、
不
旋
踵
而
自
襲
之
。

此
晉
所
以
深
怨
、
而
㊒
殽
之
師
也
。
歬
則
恐
人
分
其
利
、
後
則
以
己
專
其
利
。

最
人
情
之
所
甚
惡
。
知
權
之
怨
備
、
則
知
晉
之
怨
秦
矣
。
安
可
獨
歸
曲
於
晉

乎（
（3
（

。

　

劉
備
へ
の
批
判
の
程
度
が
相
當
に
强
い
こ
と
が
目
を
引
く
が
、
こ
こ
で
は
、
呂

祖
謙
が
『
博
議
』
が
㊟
目
し
た
の
と
同
一
の
故
事
を
引
用
し
て
、
孫
吳
の
立
場
か

ら
劉
備
の
こ
の
擧
を
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
と
い
う
點
に
㊟
目
し
た
い
。

　

こ
れ
ら
は
「
表
現
が
酷
似
」
と
い
う
程
の
一
致
で
は
な
い
の
で
、
單
な
る
偶
然

の
類
似
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
刊
行
さ
れ
た
李
燾
の
著
述
を
呂

祖
謙
が
讀
ん
だ
か
、
呂
祖
謙
の
著
述
を
李
燾
が
讀
ん
だ
こ
と
で
影
響
を
受
け
た
、

と
い
う
單
純
な
影
響
關
係
に
過
ぎ
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
こ
で
は
、
兩
者
の

交
流
を
踏
ま
え
て
考
え
た
い
。『
宋
史
』
卷
四
百
三
十
四
・
儒
林
傳
四
・
呂
祖
謙



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
一
五

お
わ
り
に

　

從
來
あ
ま
り
㊟
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
十
論
」
で
あ
る
が
、
同
論
に
見
ら
れ

る
史
論
に
は
從
來
指
摘
さ
れ
て
き
た
呂
祖
謙
の
歷
史
觀
と
共
通
點
が
多
く
、
ひ
と

ま
ず
「
十
論
」
は
呂
祖
謙
の
著
述
の
可
能
性
が
高
い
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
南
宋
に
お
け
る
三
國
論
と
い
う
觀
點
か
ら
見
た
と
き
、「
十
論
」
吳
論

に
は
、
孫
吳
を
中
心
と
し
た
三
國
論
、
蜀
漢
を
贔
屓
す
る
意
思
の
不
在
、
正
統
論

の
不
在
、
對
金
政
策
の
投
影
と
い
う
四
つ
の
特
徵
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
北
伐
を

め
ぐ
っ
て
は
、
戰
う
機
會
を
待
ち
力
を
蓄
え
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。「
十
論
」
は
、
南
宋
の
採
る
べ
き
衟
を
檢
討
す
る
た
め
の
典
範
・
鑑
戒

と
し
て
六
朝
を
捉
え
て
い
る
が
、
南
宋
の
地
理
的
境
遇
が
六
朝
と
極
め
て
近
似
し

て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
南
宋
に
あ
っ
て
斯
か
る
論
が
起
こ
る
の
は
必
然
だ
っ

た
の
で
あ
り
、
歬
揭
拙
稿
に
て
指
摘
し
た
通
り
、
宋
で
は
南
遷
後
た
だ
ち
に
蜀
漢

正
統
論
者
の
み
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、「
十
論
」
吳
論
は
孫
權
が
魏
に
臣
從
し
た
こ
と
を
高
く
評
價
し
て
い
る
が
、

そ
こ
か
ら
は
對
金
政
策
に
關
す
る
呂
祖
謙
の
主
張
が
見
出
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
曾

祖
父
・
呂
好
問
に
對
す
る
彼
の
思
い
も
ま
た
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
「
十
論
」
か
ら
窺
え
る
興
味
深
い
點
は
、
呂
祖
謙
の
史
論
の
形
成
過
程

を
、
李
燾
と
の
學
術
交
流
を
踏
ま
え
て
檢
討
す
べ
き
こ
と
が
看
取
で
き
る
點
に
あ

る
。
共
同
し
て
史
料
編
纂
に
當
た
り
、
そ
の
後
も
交
流
を
繼
續
し
た
李
燾
と
呂
祖

謙
が
、
お
互
い
の
史
論
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。

呂
祖
謙
「
十
論
」
と
、
李
燾
『
六
朝
通
鑑
博
議
』
の
兩
者
が
、
極
め
て
類
似
し
た

視
點
・
構
成
・
論
旨
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
う
い
っ
た
彼
ら
の
學
術
交
流
の

一
斑
を
今
に
傳
え
て
い
る
。

　

本
硏
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
硏
費19K00114

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

建
康
府
の
地
方
志
。
周
應
合
撰
、
景
定
二
年
（
一
二
六
一
）
完
成
。
內
容
豐
富

で
記
述
も
正
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
南
宋
地
方
志
の
中
で
も
優
れ
た
も
の
と
評
價
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
國
史
籍
解
題
事
典
』（
燎
原
書
店
、

一
九
八
九
年
）
參
照
。
以
後
の
漢
籍
解
題
も
同
書
參
照
。

（
２
）　

金
陵
の
地
志
。
張
鉉
撰
、
至
正
四
年
（
一
三
四
四
）
完
成
。『
景
定
建
康
志
』
を

繼
承
す
る
意
圖
で
編
纂
さ
れ
た
。
版
本
に
つ
い
て
は
後
述
。

（
３
）　

顧
炎
武
撰
。
各
地
の
地
方
志
を
は
じ
め
史
書
等
の
中
か
ら
、
政
治
の
利
害
に
關
わ

る
記
事
を
拔
萃
、
各
省
府
縣
別
に
配
列
し
て
お
り
、
殆
ど
原
本
か
ら
そ
の
ま
ま
の
引

用
。
顧
炎
武
の
手
稿
（
不
分
卷
）
を
收
め
た
『
四
部
叢
刊
三
編
』
本
が
最
良
の
テ
キ

ス
ト
と
い
う
。

（
４
）　

管
見
の
限
り
、
本
稿
で
擧
げ
る
黃
靈
庚
の
硏
究
を
除
き
「
十
論
」
に
言
及
し
た
硏

究
と
し
て
、
王
飛
「
呂
祖
謙
的
史
學
思
想
硏
究
」（
河
北
大
學
碩
士
學
位
論
文
、
二

〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
た
だ
し
呂
祖
謙
が
「
史
識
」
を
㊒
し
て
い
た
傍
證
と
し
て

「
六
朝
十
論
」
の
吳
論
を
引
用
す
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

「
史
識
」
な
の
か
も
言
及
は
無
い
。

（
５
）　

た
だ
し
、
管
見
の
限
り
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
無
く
、
さ
ら
な
る
檢
證
が
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
６
）　

本
論
で
は
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』（
大
化
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
所
收
の
至
正

四
年
刊
本
を
參
照
し
た
が
、「
呂
祖
謙
十
論
」
吳
論
部
分
は
判
讀
不
能
箇
所
が
多
く
、

あ
く
ま
で
參
照
す
る
に
と
ど
め
た
。

（
７
）　
『
全
集
』
は
、
晉
論
下
篇
が
晉
の
こ
と
に
全
く
觸
れ
ず
劉
裕
の
北
伐
に
し
か
言
及

が
無
い
こ
と
を
指
摘
し
、
本
來
は
晉
論
・
宋
論
そ
れ
ぞ
れ
が
上
下
二
篇
ず
つ
で
あ
っ

た
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
斯
か
る
指
摘
の
當
否
に
關
す
る
檢
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
一
六

い
。

（
８
）　

孫
權　

江
東
に
起
る
や
、
境
を
荊
楚
に
拓
き
、
北
は
襄
陽
を
圖
り
、
西
は
巴
蜀

を
圖
ら
ん
と
す
る
も
得
ず
。
北
の
か
た
曹
操
に
敵
し
、
西
の
か
た
劉
備
に
敵
す
。
二

人
は
皆　

天
下
の
英
雄
に
し
て
、
用
ゐ
る
所
の
將
帥
も
亦
た
一
時
の
傑
な
り
。
權　

左
右
に
之
に
勝
ち
て
而
る
後
に
能
く
其
の
國
を
定
む
。
權
の
國　

既
に
定
ま
る
に
及

ぶ
や
、
曹
公　

已
に
死
し
、
丕
・
叡　

世
を
繼
ぎ
、
中
原
に
圖
る
可
き
の
釁
㊒
る
も
、

權
の
名
將　

死
喪
し
て
且
に
盡
き
ん
と
し
、
權
も
亦
た
老
い
た
り
。

（
９
）　

世
人
「
權
の
固
を
爲
す
所
以
の
者
は
、
東
南
の
地
な
り
。
强
と
爲
る
所
以
の
者
は
、

東
南
の
兵
な
り
」
と
謂
ふ
。
此
れ
大
い
に
然
ら
ず
。
夫
れ
東
南
の
地
は
天
下
の
至
弱

に
し
て
、
而
し
て
孫
氏
の
地
も
又
た
六
朝
最
弱
爲
り
。
獨
り
權
の
み
之
を
守
り
て
固

し
。
東
南
の
兵
は
天
下
の
至
弱
に
し
て
、
而
し
て
孫
氏
の
兵
も
又
た
六
朝
最
弱
爲
り
。

獨
り
權
の
み
之
を
用
ゐ
て
强
し
。
長
江
に
し
て
上
ら
ば
、
江
陵
に
逹
し
、
江
陵
の
南

に
轉
ず
れ
ば
、
巫
峽
に
阨ふ

さ

が
る
。
上
下
千
里
、
航わ

た

り
て
渡
る
可
き
者　

凢
そ
幾

い
く
ば
く

ぞ
。
扼
ぎ
て
守
る
可
き
者　

凢
そ
幾
ぞ
。
衟
路　

坦
然
た
り
て
、
潼
關
・
劍
門
の
阻

㊒
る
に
非
ざ
る
な
り
。
廣
陵
よ
り
京
口
に
渡
り
、
歷
陽
よ
り
采
石
に
渡
り
、
邾
城
よ

り
武
昌
に
渡
る
は
、
易
き
こ
と
手
を
反
す
が
若
し
。
江
陵
破
ら
る
れ
ば
則
ち
上
流
は

結
草
の
固
無
し
。
濡
須
破
ら
る
れ
ば
則
ち
江
上
は
計
を
爲
す
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

地
の
形
勢
は
弱
し
と
謂
ふ
可
し
。
權
の
兵
衆
は
皆　

江
南
の
舟
子
に
し
て
、
綿
力
薄

材
の
人
、
區
區
と
し
て
盜
賊
を
捃
拾
し
、
山
越
を
驅
獵
し
て
、
以
て
行
伍
を
實み

た
す
。

兵
も
亦
た
弱
し
と
謂
ふ
可
し
。
然
る
に
權　

之
を
用
ゐ
る
こ
と
此
の
如
き
の
固
且
つ

强
な
る
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
權
の
自
立
せ
る
所
以
は
、
謀
㊒
る
の
み
。
獨
り
其
の
臣

の
謀
を
用
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
而
も
又
た
自
ら
其
の
謀
を
出
す
。
內
に
謀
を
以
て
衆

を
用
ゐ
、
外
に
謀
を
以
て
敵
に
應
ず
。
地
は
狹
く
兵
は
少
な
く
、
天
下
の
至
弱
に
處

り
、
而
る
に
中
原
に
抗
衡
し
、
三
分
の
勢
を
成
す
所
以
の
者
な
る
か
な
。

（
10
）　
「
關
羽
」
は
、
四
庫
全
書
本
『
景
定
建
康
志
』・『
全
集
』
で
は
「
雲
長
」。「
十
論
」

吳
論
に
お
け
る
他
の
箇
所
の
「
關
羽
」
お
よ
び
「
羽
」
も
同
樣
。

（
11
）　

始
め
權
の
初
め
て
立
つ
や
、
曹
操　

荊
州
を
下
し
、
吳
・
會
に
移
書
し
、
國
を
擧

げ
て
震
駭
す
。
權　

魯
肅
の
言
を
聞
く
や
、
飜
然
と
し
て
悟
り
、
周
瑜
の
議
を
聞
く

や
、
奮
然
と
し
て
起
つ
。
一
擧
に
し
て
曹
操
を
走
ら
せ
、
劉
備
を
存あ

ら
し
め
、
王
伯

の
業
を
基は

じ

む
。
此
れ
周
瑜
・
魯
肅
の
謀
を
用
ゐ
る
な
り
。
劉
備
の
荊
州
を
借
り
る
も

反
さ
ず
、
關
羽
の
上
流
に
頡
頏
す
る
に
及
ぶ
や
、
權　

謂
へ
ら
く
、「
關
羽
を
養
ひ

て
北
の
か
た
許
・
洛
を
吞
み
、
全
く
江
・
漢
を
㊒
し
、
舟
を
回か

へ

し
て
東
下
せ
し
む
れ

ば
、
誰
か
能
く
之
を
禦
が
ん
。
之
を
圖
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
曹
操
の
其
の
弊
に
乘
ず
る

を
懼
る
る
な
り
」
と
。
羽
の
北
の
か
た
許
・
洛
に
逼
り
、
曹
公
に
朝
命
を
以
て
招
か

る
る
に
乘
じ
、
權　

乃
ち
上
牋
し
て
羽
を
擊
ち
て
以
て
自
ら
效
さ
ん
と
し
、
呂
蒙
・

陸
遜
を
し
て
一
た
び
襲
は
し
め
て
之
を
得
、
全
く
荊
楚
を
㊒た

も

ち
、
西
の
か
た
劉
備
を

三
峽
に
閉
ぢ
、
北
の
か
た
曹
公
の
患
を
釋
き
て
、
以
て
江
東
を
安
ん
ず
。
此
れ
呂
蒙
・

陸
遜
の
謀
を
用
ゐ
る
な
り
。

（
12
）　

方
に
曹
丕　

已
に
漢
よ
り
禪
ら
れ
、
天
下　

憤
怒
切
齒
す
る
の
時
、
權　

劉
備
の

必
ず
關
羽
に
報
ぜ
ん
と
す
る
を
知
り
、
曹
氏
の
其
の
後
を
掎ひ

く
を
恐
る
る
な
り
。
乃

ち
是
の
時
に
於
て
其
の
憤
切
の
心
を
釋
き
て
臣
を
魏
に
稱
し
、
其
の
𣝣
封
を
受
け
、

備
を
擊
ち
て
之
を
走
ら
し
む
。
此
れ
權
の
謀
な
り
。
魏
の
任
子
を
責も

と

む
る
も
而
れ
ど

も
權　

遣
は
さ
ざ
る
に
及
び
、
西
患　

未
だ
解
け
ず
し
て
北
患　

復
た
起
こ
る
。
權

の
計　

宜ほ
と

ん
ど
窮
ま
れ
る
な
り
。
權　

劉
備
は
漢
を
復
す
る
を
以
て
名
と
爲
し
、
而

し
て
曹
操
の
篡
位
の
罪
は
關
羽
を
殺
す
よ
り
甚
だ
し
く
、
備
も
亦
た
己
と
結
び
て
與

國
と
爲
し
て
意
を
北
を
圖
る
に
專
ら
に
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
を
知
る
。
是
に
於
て
使

を
遣
は
し
て
講
和
し
、
以
て
備
の
欲
に
中
り
、
遂
に
西
に
息
肩
し
て
北
に
專
意
し
、

魏
を
拒
ぎ
て
之
を
退
く
る
を
得
た
り
。
此
れ
權
の
謀
な
り
。

（
13
）　

參
照
し
た
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
疆
場
」
に
つ
く
る
が
、『
春
秋
左
氏
傳
』
桓
公
・

傳
十
七
年
に
從
い
「
疆
埸
」
に
改
め
る
。

（
14
）　

參
照
し
た
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
札
」
に
つ
く
る
が
、『
三
國
志
』
吳
書
二
・
吳
主

傳
㊟
引
『
漢
晉
春
秋
』
に
從
い
「
禮
」
に
改
め
る
。



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
一
七

（
15
）　
『
三
國
志
』
魏
書
二
・
文
帝
紀
に
よ
れ
ば
、「
眞
」
は
正
し
く
は
「
貞
」。
底
本
・

四
庫
全
書
本
『
景
定
建
康
志
』・『
全
集
』
は
「
眞
」
に
、『
至
正
金
陵
新
志
』・『
天

下
郡
國
利
病
書
』
は
「
貞
」
に
つ
く
る
。
陳
垣
『
史
諱
擧
例
』（
科
學
出
版
社
、
一

九
五
八
年
）
は
、
宋
代
の
避
諱
と
し
て
、
宋
仁
宗
の
諱
が
「
禎
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
禎
」
は
「
眞
」
や
「
祥
」
に
、「
貞
」
は
「
正
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

底
本
の
當
該
部
分
は
「
正
」
で
は
な
く
「
眞
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
貞
」
の
字
を

避
け
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　

底
本
・『
全
集
』・
四
庫
全
書
本
『
景
定
建
康
志
』
は
「
危
」
に
つ
く
る
が
、『
至

正
金
陵
新
志
』・『
天
下
郡
國
利
病
書
』
に
從
い
「
負
」
に
改
め
る
。

（
17
）　

方
に
曹
操
の
烏
林
よ
り
反
り
、
權
に
憤
り
て
東
征
す
る
や
、「
權
は
水
を
恃
み
て

以
て
自
ら
固
む
」
と
謂
ふ
。
故
に
舟
師
を
以
て
合
肥
に
下
る
。
權　

若
し
之
を
江
南

に
拒
が
ば
、
則
ち
曹
公
の
水
軍　

江
に
入
り
、
權
の
軍　

戰
は
ず
し
て
自
潰
せ
ん
。

故
に
逆
へ
て
之
を
濡
須
に
拒
ぎ
、
操
を
し
て
水
軍
㊒
り
と
雖
も
施
す
所
無
か
ら
し
む
。

步
騎　

多
し
と
雖
も
、
瀕し

き

り
に
江
・
洳
に
阻
ま
れ
、
春
水　

方
に
生
じ
た
れ
ば
、
義

と
し
て
用
ゐ
る
所
無
し
。
操　

嘆
息
し
て
退
く
。
此
れ
又
た
權
の
謀
な
り
。
操
の
既

に
還
る
や
、
他
人
よ
り
之
を
觀
れ
ば
、
大
は
則
ち
軍
を
追
ひ
て
北
に
逐
ひ
、
小
は
則

ち
自
ら
雄
を
稱
す
る
に
足
る
。
今　

權　

然
ら
ず
、
反
っ
て
降
を
操
に
請
ふ
は
、
蓋

し
權
「
操
の
內
憂　

尙
ほ
多
く
、
北
に
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
の
河
北
㊒
り
、
西
に
未
だ

復
せ
ざ
る
の
關
中
㊒
り
、
操　

之
を
伐
た
ん
と
欲
す
る
も
、
東
南
の
變
を
慮
り
、
大

い
に
定
ま
る
に
非
ざ
れ
ば
徃
か
ざ
ら
ん
」
と
料
れ
ば
な
り
。
故
に
降
る
と
稱
し
て
以

て
少い

さ
さ

か
其
の
意
を
厭
か
し
め
て
之
を
安
ん
じ
、
操
を
し
て
復
た
東
南
を
虞
れ
ず
し

て
力
を
西
北
に
盡
く
さ
し
む
。
已
に
其
の
閒
に
於
て
益
々
戰
守
の
備
を
繕
ひ
て
以
て

其
の
再
來
を
待
つ
を
得
。
此
れ
權
の
謀
な
り
。
方
に
曹
丕
の
任
子
を
責
む
る
も
得
ず

し
て
南
征
す
る
や
、
權　

丕
の
兵
を
用
ゐ
る
こ
と
其
の
父
に
如
か
ず
、
而
も
老
臣
・

宿
將
も
亦
た
力
を
盡
く
す
こ
と
操
の
時
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
見
、
始
め
之
を
濡
須
に

却
く
る
も
而
れ
ど
も
再
來
す
。
權
の
意　

以
謂
へ
ら
く
、「
丕
は
兵
を
知
ら
ず
。
之

を
し
て
深
く
入
り
て
上
下
の
力
を
疲
竭
せ
し
む
る
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
止
ま
ず
。
之

を
し
て
江
に
臨
み
て
反
ら
し
む
る
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
丕　

必
ず
休
ま
ず
」
と
。
故

に
開
き
て
之
を
致
し
、
江
に
瀕そ

ふ
も
之
と
戰
は
ず
、
之
に
挑
む
も
又
た
應
ぜ
ず
、
之

を
し
て
力
盡
き
て
自
ら
還
ら
し
め
、
又
た
小や

や
發
し
て
以
て
之
を
警い

ま
し

む
。
魏　

是

れ
よ
り
復
た
敢
て
南
に
出
で
ず
。
此
れ
又
た
權
の
謀
な
り
。
權　

又
た
以
爲
へ
ら
く
、

「
兵
は
久
し
く
用
ゐ
ず
ん
ば
則
ち
士
氣
鈍
る
。
疆
埸
は
久
し
く
安
ん
ず
れ
ば
則
ち
人

心　

逸う
し
な

ふ
。
且
つ
敵
人
を
し
て
宴
然
た
り
て
、
積
む
に
歲
⺼
を
以
て
し
、
坐
し
て

以
て
㊮
を
成
さ
し
む
る
は
、
計
の
得
る
も
の
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
故
に
兩
な
が
ら

淮
南
の
將
を
譎
り
、
致
し
て
之
を
擊
ち
、
虜
獲
す
る
所
は
以
て
自
ら
㊮
す
る
に
足
り
、

而
し
て
敵
人
の
㊮
は
又
た
之
が
爲
に
破
壞
せ
ら
る
。
此
れ
も
亦
た
權
の
謀
な
り
。
權

　

又
た
以
謂
へ
ら
く
、「
用
ゐ
る
所
は
南
兵
多
く
、
舟
楫
に
便
ふ
も
、
陸
戰
に
短
し
」

と
。
故
に
用
兵
は
未
だ
嘗
て
一
日
と
し
て
舟
楫
を
捨
て
て
勝
に
乘
じ
て
北に

ぐ
る
を
逐

は
ず
、
亦
た
肯
て
水
を
遠
ざ
け
て
以
て
利
を
逐
は
ず
。
大
擧
長
驅
の
計
㊒
り
と
雖
も
、

亦
た
敢
て
行
き
て
以
て
一
時
の
幸
を
僥も

と

め
ず
。
故
に
曹
休
敗
る
る
も
敢
て
追
は
ず
、

殷
禮　

獻
言
す
る
も
敢
て
用
ゐ
ず
。
此
れ
も
亦
た
權
の
謀
な
り
。
權
の
吳
王
に
封
ぜ

ら
る
る
を
受
く
る
や
、
恭
を
盡
く
し
て
以
て
其
の
𣝣
命
を
受
け
、
其
の
國
中
を
し
て

己
の
百
姓
の
爲
に
屈
せ
る
を
知
ら
し
む
る
な
り
。
邢
眞
と
盟
を
爲
す
や
、
陰
か
に
以

て
怒
る
も
、
其
の
羣
下　

方ま

且さ

に
進
取
の
計
を
爲
さ
ん
と
す
る
や
、
自
ら
卑
屈
な
る

こ
と
此
の
如
し
。
此
れ
も
亦
た
權
の
謀
な
り
。
故
に
權
の
國
を
爲
む
る
や
、
自
奮
す

る
も
亦
た
謀
を
用
ゐ
、
自
屈
す
る
も
亦
た
謀
を
用
ゐ
、
勝
つ
も
亦
た
謀
を
用
ゐ
、
負

け
る
も
亦
た
謀
を
用
ゐ
、
動
も
す
れ
ば
謀
に
非
ざ
る
は
無
き
な
り
。
故
に
能
く
一
江

を
以
て
阻
と
爲
し
て
曹
劉
と
敵
爲
り
。

（
18
）　

然
る
に
權
の
起
る
は
義
に
仗
る
に
非
ず
、
徒
だ
割
據
す
る
を
以
て
雄
と
爲
す
を
知

る
の
み
に
し
て
、
漢
室
を
興
し
て
以
て
天
下
の
心
を
傾
く
る
こ
と
能
は
ず
。
も
し
漢

末
の
大
亂
に
當
た
り
て
、
權　

能
く
中
原
の
士
を
招
徠
し
、
廣
く
西
北
の
兵
を
募
り
、

馬
步
の
銳
を
緝あ

つ

め
、
舟
楫
を
挾
み
て
之
を
用
ゐ
、
鼓
行
し
て
北
出
し
、
水
陸　

竝
び



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
一
八

に
進
ま
ば
、
孰
か
能
く
之
に
當
た
ら
ん
や
。
曹
丕
の
立
つ
に
當
た
る
や
、
權　

又
た

能
く
漢
室
の
子
孫
を
求
め
て
之
を
輔
け
、
出
師
し
て
罪
を
問
は
ば
、
劉
備
も
必
ず
亦

た
連
衡
し
て
掎
角
し
、
中
原
の
士　

漢
を
思
ふ
の
民
を
挾
み
、
必
ず
起
ち
て
我
に
應

ず
る
者
㊒
ら
ん
。
權　

此
に
出
づ
る
を
知
ら
ず
、
徒
だ
自
ら
崎
嶇
た
る
蠻
夷
山
海
の

閒
に
尊
し
。
故
に
力
め
て
計
謀
詭
詐
を
爲
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
基
業
は
僅
か
に
以

て
其
の
身
を
終
ふ
る
に
足
る
の
み
に
し
て
、
而
し
て
以
て
子
孫
に
遺
す
に
は
足
る
こ

と
無
く
、
僅
か
に
以
て
其
の
國
を
保
つ
に
足
る
の
み
に
し
て
、
而
し
て
以
て
衡
を
天

下
と
爭
ふ
に
足
ら
ず
。
惜
し
い
か
な
。

（
19
）　

底
本
は
「
帝
」
に
つ
く
る
が
、『
至
正
金
陵
新
志
』・『
天
下
郡
國
利
病
書
』
に
從

い
「
帶
」
に
改
め
る
。

（
20
）　

典
據
は
『
三
國
志
』
吳
書
十
三
・
陸
遜
傳
附
陸
抗
傳
に
見
え
る
陸
抗
の
上
書
。
こ

の
引
用
は
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。

（
21
）　

然
れ
ど
も
も
し
權　

計
謀
を
爲
し
て
以
て
自
立
せ
ず
ん
ば
、
則
ち
其
の
身
と
雖
も

終
は
る
能
は
ざ
る
な
り
、
況
ん
や
子
孫
を
や
。
其
の
國　

保
つ
能
は
ざ
る
な
り
、
況

ん
や
天
下
を
や
。
何
を
以
て
之
を
言
は
ん
。
權　

沒
し
て
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
、
諸

葛
恪　

一
た
び
之
を
用
ゐ
て
僅
か
に
勝
つ
も
、
再
び
之
を
用
ゐ
て
大
敗
し
、
孫
綝　

之
を
用
ゐ
る
や
又
た
敗
れ
、
江
淮
の
閒　

惴
惴
た
る
の
み
。
上
流
は
陸
抗
の
賢
に
藉

り
、
挾
む
に
重
兵
を
以
て
し
、
僅
か
に
能
く
襄
陽
一
面
を
支
ふ
。
抗　

死
す
る
や
則

ち
亦
た
惴
惴
然
た
り
。
藉も

使し

孫
皓　

暴
虐
を
爲
さ
ざ
る
も
、
亦
た
豈
に
能
く
久
し
く

存
せ
ん
や
。
後
世　

權
の
計
謀
を
以
て
自
立
せ
る
を
察
せ
ず
、
而
し
て
區
區
と
し
て

權
の
江
を
畫
り
て
守
と
爲
す
に
效な

ら

は
ん
と
欲
す
。
是
れ
夫
の
形
勢
・
甲
兵
の
最
弱
な

る
を
察
せ
ざ
る
な
り
。
古
人　

唯
だ
陸
抗
の
み
此
を
知
る
。
抗　

孫
皓
に
言
ひ
て
曰

く
、「
長
江
峻
川
、
封
域
を
限
帶
す
。
乃
ち
國
を
守
る
の
常
事
に
し
て
、
智
者
の
先

と
す
る
所
に
非
ず
」
と
。
抗
の
此
の
言
を
審つ

ま
び

ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
當
時
の
形
勢　

言
ふ
に
足
ら
ず
と
爲
す
。
而
し
て
所
謂
る
智
者
の
先
と
す
る
所
は
、
則
ち
衟
㊒
る
な

り
。
抗
は
善
く
孫
氏
の
形
勢
を
論
ず
る
者
な
り
と
謂
ふ
可
し
。

（
22
）　

陳
居
淵
「
呂
祖
謙
的
正
統
史
觀
與
《
三
國
志
詳
節
》」（『
中
共
寧
波
市
委
黨
校
學

報
』
二
〇
〇
九
年
第
四
朞
）
は
、『
三
國
志
詳
節
』
は
孫
策
や
陸
遜
の
優
れ
た
樣
子

が
よ
く
傳
わ
る
內
容
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
楊
松
水
「
呂
祖
謙
筆
下

的
周
瑜
形
象
―

論
《
十
七
史
詳
節
》
的
史
學
筆
法
」（『
巢
湖
學
院
學
報
』
二
〇
一

二
年
第
一
四
卷
第
二
朞
）
は
、『
三
國
志
詳
節
』
が
他
の
人
物
と
比
べ
周
瑜
に
對
し

多
く
の
字
數
を
割
き
、
基
本
的
に
周
瑜
の
具
體
形
象
の
原
貌
が
保
存
さ
れ
て
い
る
、

と
指
摘
す
る
。

（
23
）　

王
飛
「
朱
熹
、
呂
祖
謙
史
學
思
想
之
比
較
」（『
衡
水
學
院
學
報
』
第
一
五
卷
第
三

朞
、
二
〇
一
三
年
）、
お
よ
び
㊟
（
４
）
所
揭
論
文
。

（
24
）　
『
三
國
紀
年
』
を
め
ぐ
る
陳
亮
と
呂
祖
謙
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
劉
玉
民
「
呂
祖

謙
與
南
宋
學
術
交
流
―
以
呂
祖
謙
書
信
爲
中
心
的
考
察
」（
華
中
師
範
大
學
博
士
學

位
論
文
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
25
）　

陳
居
淵
歬
揭
論
文
は
、『
三
國
志
詳
節
』
に
は
正
統
論
の
影
響
が
濃
厚
に
見
ら
れ
、

陳
壽
の
觀
點
を
繼
承
し
て
曹
魏
を
正
統
と
見
て
お
り
、
裴
㊟
の
習
鑿
齒
の
論
な
ど
は

ほ
ぼ
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
と
理
解
す
る
。
だ
が
、『
三
國
志
詳
節
』
が
陳
壽
『
三
國

志
』
の
節
略
と
い
う
性
格
が
强
い
こ
と
を
考
え
る
と
、『
三
國
志
詳
節
』
が
曹
魏
正

統
論
を
說
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
單
に
陳
壽
の
著
述
を
筆
法
ご
と
抄
錄
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
26
）　

黃
靈
庚
「
歬
言
」（『
全
集
』
第
一
卷
所
收
）、
及
び
黃
靈
庚
「
經
、
史
幷
重
的
呂

學
特
色
」（『
浙
江
社
會
科
學
』
二
〇
〇
五
年
第
五
朞
）。

（
27
）　

例
え
ば
、
土
田
健
次
郞
『
朱
熹
の
思
想
體
系
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
第

七
章
第
六
節
は
、
朱
熹
が
「
臣
竊
觀
、
今
日
之
論
國
計
者
、
大
槪
㊒
三
。
曰
戰
、
曰

守
、
曰
和
而
已
（
臣　

竊
か
に
觀
る
に
、
今
日
の
國
計
を
論
ず
る
者
に
は
、
大
槪
三

㊒
り
。
曰
く
戰
、
曰
く
守
、
曰
く
和
な
る
の
み
）」
と
述
べ
て
い
る
（「
垂
拱
奏
箚
」

二　
『
朱
子
文
集
』
卷
十
三
所
收
）
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
28
）　

呂
祖
謙
一
族
に
つ
い
て
は
、
本
論
で
參
照
し
た
各
史
料
の
ほ
か
、
衣
川
强
「
宋



呂
祖
謙
「
十
論
」
の
孫
吳
評
價
に
つ
い
て

一
一
九

り
、
而
る
後
に
能
く
大
い
に
成
就
す
る
所
㊒
り
。
吳
越
の
地
は
、
長
江
大
淮
あ
り
て
、

險
陿
四
顧
し
、
孫
權
君
臣　

相
與
に
江
を
畫
り
て
之
を
守
り
、
二
大
敵
を
抗
ぎ
て
未

だ
嘗
て
困
折
せ
ず
。
人
皆
な
「
地
形
の
便
」
と
謂
ふ
も
、
而
れ
ど
も
人
謀
の
巧
な
る

を
知
ら
ざ
る
な
り
。
魏
文　

江
に
臨
み
、
喟
然
と
し
て
人
㊒
り
の
嘆
を
發
し
、
而
し

て
六
師　

遽に
は

か
に
旋
ら
す
。
噫
、
是
れ
豈
に
特
だ
孫
權
の
力
の
み
な
ら
ん
や
、
亦
た

股
肱
爪
牙
、
相
與
に
謀
を
合
し
、
內
に
守
り
外
に
禦
ぎ
、
而
し
て
敵
人
敢
て
抗
た
る

も
の
莫
き
の
み
。
蓋
し
周
瑜　

之
が
爲
に
曹
公
を
破
り
、
陸
遜　

之
が
爲
に
劉
備
を

走
ら
せ
、
以
て
江
南
の
氣
を
激
ま
し
て
よ
り
、
而
し
て
攻
取　

方
め
て
力
あ
り
。
濡

須
の
塢
を
築
き
、
武
昌
の
城
を
設
け
、
以
て
江
南
の
備
を
全
う
し
、
而
し
て
守
禦　

方
め
て
固
し
。
諸
葛
瑾　

盟
を
尋あ

た
た

め
、
張
溫　

報
聘
し
、
以
て
江
南
の
援
を
通
じ
、

而
し
て
和
好　

方
め
て
講
ず
。
噫
、
江
南
一
方
の
地
を
用
ゐ
、
或
い
は
攻
め
て
以
て

敵
を

ね
、
或
い
は
守
り
て
以
て
寇
を
拒
ぎ
、
或
い
は
和
し
て
以
て
民
を
息
む
、
皆

　

人
の
出
で
て
之
が
爲
に
謀
る
こ
と
㊒
り
、
故
に
一
も
其
の
志
の
如
く
な
ら
ざ
る
こ

と
無
し
。
烏
乎
、
賢
を
擧
げ
能
に
任
じ
、
江
東
を
保
守
す
、
孫
權　

是
に
至
り
て
討

逆
の
託
に
負
か
ず
。
其
の
末
孫
に
至
り
、
一
陸
抗
㊒
る
や
羊
祜
・
王
濬　

睥
睨
し
て

敢
て
進
ま
ず
。
一
日　

抗　

溘た
ち
ま

ち
死
す
る
や
、
揚
越
の
阻
・
長
江
の
固　

自
若
た

る
も
、
而
れ
ど
も
晉
兵　

長
驅
し
て
涉
る
に
人
無
き
が
如
し
。
因
っ
て
天
下
を
爭
ふ

の
術
は
、
地
勢　

强
し
と
雖
も
、
人
を
以
て
重
と
爲
す
を
知
る
。
故
に
臣　

董
襲
の

言
に
因
り
、
先
づ
其
の
人
を
論
ず
る
を
尙
び
、
而
し
て
徐
ろ
に
攻
守
和
好
の
得
失
を

後
に
議
す
。

（
33
）　

魏
に
攻
め
込
む
べ
き
機
會
に
つ
い
て
の
說
で
㊟
目
に
値
す
る
も
の
と
し
て
、『
博

議
』
の
說
く
「
竢
其
陳
留
王
之
怨
起
於
內
、
諸
葛
亮
之
兵
攻
於
外
、
鬭
亂
交
汩
、
疾

起
而
躡
之
、
則
天
下
可
圖
（
其
の
陳
留
王
の
怨　

內
よ
り
起
り
、
諸
葛
亮
の
兵　

外

よ
り
攻
め
、
鬭
亂
交
々
汩み

だ

る
を
竢
ち
、
疾
く
起
ち
て
之
を
躡
は
ば
、
則
ち
天
下　

圖

る
可
し
）」（
卷
二
「
受
魏
封
𣝣
」）
と
、「
十
論
」
の
說
く
「
當
曹
丕
之
立
也
、
權
又

能
求
漢
室
子
孫
而
輔
之
、
出
師
問
罪
、
劉
備
必
亦
連
衡
而
掎
角
、
中
原
之
士
挾
思
漢

代
の
名
族
―
河
南
呂
氏
の
場
合
」（
衣
川
强
『
宋
代
官
僚
社
會
史
硏
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
六
年
、
所
收
）、
お
よ
び
『
評
傳
』
を
參
照
し
た
。

（
29
）　
『
宋
史
』
卷
四
百
三
十
四
・
儒
林
傳
四
・
呂
祖
謙
傳
で
は
「
呂
祖
謙
字
伯
恭
、
尙

書
右
丞
好
問
之
孫
也
」
と
あ
り
、
ま
た
『
宋
史
』
卷
三
百
六
十
二
・
呂
好
問
傳
で
も

「
孫
祖
謙
」
と
あ
る
が
、
衣
川
强
歬
揭
論
文
ほ
か
先
行
硏
究
の
考
察
に
從
い
、
呂
好

問
を
呂
祖
謙
の
曾
祖
父
と
し
て
捉
え
る
。

（
30
）　

丞
相
李
綱　

羣
臣
の
圍
城
の
中
に
在
り
て
節
を
執
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
以
て
、
悉

く
其
の
罪
を
按
ぜ
ん
と
欲
す
。
好
問
曰
く
、「
王
業
は
艱
難
に
し
て
、
政
は
宜
し
く

垢
を
含
む
べ
し
。
繩た

だ

す
に
峻
法
を
以
て
せ
ば
、
懼
る
る
者
衆
か
ら
ん
」
と
。
侍
御
史

の
王
賓　

論
ず
ら
く
、「
好
問
は
嘗
て
僞
命
を
汙け

が

し
た
れ
ば
、
以
て
新
朝
に
立
つ
可

か
ら
ず
」
と
。
高
宗
曰
く
、「
邦
昌　

僭
號
す
る
の
初
、
好
問
は
人
を
募
り
て
白
書

を
齎
し
、
具
さ
に
京
師
內
外
の
事
を
衟
ふ
。
金
人　

甫
め
て
退
く
や
、
又
た
人
を
遣

は
し
て
勸
進
せ
し
む
。
其
の
心
跡
を
考
ふ
る
に
、
他
人
の
比
に
非
ず
」
と
。
好
問　

自
ら
慙
ぢ
、
力
め
て
去
ら
ん
こ
と
を
求
め
、
且
つ
言
ふ
な
ら
く
、「
邦
昌　

僭
號
せ

る
の
時
、
臣　

門
を
閉
ぢ
身
を

く
す
る
の
若
き
は
、
實
に
難
し
と
爲
さ
ず
。
徒
に

世
々
國
恩
を
被
る
を
以
て
、
所
以
に
賢
者
の
責
を
受
け
、
圍
を
冐
し
て
書
を
陛
下
に

齎
す
」
と
。

（
31
）　
『
三
國
志
』
吳
書
二
・
吳
主
傳
、
黃
武
三
年
の
條
に
「
九
⺼
、
魏
文
帝
出
廣
陵
、

大
江
曰
、「
彼
㊒
人
焉
、
未
可
圖
也
。」
乃
還
。（
九
⺼
、
魏
文
帝　

廣
陵
に
出
で
、

大
江
を

み
て
曰
く
、「
彼
に
人
㊒
り
、
未
だ
圖
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
乃
ち

還
る
。）」
と
あ
る
。

（
32
）　

臣
燾
曰
く
、
古
よ
り
英
雄
の
天
下
の
勢
に
據
る
は
、
則
ち
必
ず
天
下
の
謀
を
幷

せ
、
以
て
其
の
攻
守
を
議
す
。
形
の
便
に
處
り
、
險
阻
な
る
を
控
ふ
、
此
れ
攻
守
の

圖
爲
り
。
攻
守
の
事
、
勈
に
非
ず
ん
ば
決
す
る
能
は
ず
、
智
に
非
ず
ん
ば
全
う
す
る

能
は
ず
。
此
の
二
者
は
皆　

人
謀
な
り
。
而
し
て
以
て
山
川
の
重
を
增
し
、
形
制
の

勢
を
示
す
に
足
る
。
則
ち
天
下
を
爭
ふ
者
は
、
必
ず
險
を
地
に
借
り
、
謀
を
人
に
取
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之
民
、
必
㊒
起
而
應
我
者
矣
」（
歬
揭
）
は
、
比
較
的
類
似
し
た
論
旨
と
い
え
よ
う
。

（
34
）　

殽
の
役
に
、
說
者　

或
い
は
其
の
曲
を
晉
に
歸
す
。（
中
略
）
吾
以
爲
へ
ら
く
、

晉
は
固
よ
り
責
む
可
き
も
、
秦
穆
も
亦
た
罪
無
き
を
得
ず
。
孫
權
は
劉
備
と
約
し
て

同
に
劉
璋
を
伐
た
ん
と
す
る
に
、
備　

方
に
被
髮
入
山
の
辭
を
發
し
、
以
て
權
を
拒

む
や
、
踵
を
旋
ら
さ
ず
し
て
自
ら
之
を
取
る
。
此
れ
權
の
深
く
怨
む
所
以
に
し
て
、

而
し
て
荊
州
の
師
㊒
る
な
り
（『
三
國
志
』
に
見
ゆ
）。
晉
は
秦
と
同
に
鄭
を
圍
む
に
、

秦
は
獨
り
師
を
退
け
留
戍
し
て
以
て
晉
に
背
き
、
踵
を
旋
ら
さ
ず
し
て
自
ら
之
を
襲

ふ
。
此
れ
晉
の
深
く
怨
む
所
以
に
し
て
、
而
し
て
殽
の
師
㊒
る
な
り
。
歬
は
則
ち
人

の
其
の
利
を
分
か
つ
を
恐
れ
、
後
は
則
ち
己
の
其
の
利
を
專
ら
に
せ
ん
こ
と
を
以
て

す
る
な
り
。
最
も
人
情
の
甚
だ
惡
む
所
な
り
。
權
の
備
を
怨
む
を
知
ら
ば
、
則
ち
晉

の
秦
を
怨
む
を
知
る
な
り
。
安
く
ん
ぞ
獨
り
曲
を
晉
に
歸
す
可
け
ん
や
。




